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計算を超える献身（ヨハネ12：1-8）
　
この間、テレビで日本の歴史についてのお話を聞きました。桂昌院という女性がいました。その女性から生まれた五代目の将軍の名前が徳川綱吉です。しかし、この人に中々、子どもが授からなかったので、仏教の教えに従って、よいことをすれば点が報いを与えるのではないかという思いで、命を大切にしましょう、命を無駄にするものは罰を与えるという生類憐みの令という法律を作って、犬を殺しても罰せられるような時代があったそうです。別に、それが悪いとは言いません。人々は、なにか良いことを行えば、天が報いを与える、なにか願いがかなえられるというような考え方を普通にしているし、それが常識のようになっています。それはクリスチャンでも、そのような思想の中で自然に、クリスチャンだからこそ、より善い行いに励むべきではないのか。クリスチャンになった理由、また良い信仰者というのは、そういう意味での善い行いを頑張ることなのだ。そうすると、神様が感動して、私たちに祝福を与えられるという考え方をもっているクリスチャンも少なくありません。そして、できれば、これからレムナントが大人になってなにをすればいいのかと進路を考えたときにも、できるだけ良いイメージのあるところを選ぼうとしています。特に、信仰がある、信仰にこだわっているクリスチャンこそ、そのようにします。
あるクリスチャンの大学生と話をする機会がありました。「何を専攻しているの」と聞いたら、「福祉を専門に勉強して頑張っています」と答えました。良い信仰を持っている学生さんだったので、「なぜ福祉を選んだのか」と聞いたら、「それがいろいろな仕事の中で、それでも人助けになるし、クリスチャンの精神に近いと思ったので、それを選びました」ということでした。とても立派な思いだなとは思いました。また、医学を専攻している学生にも聞きました。「なぜあなたは医学を選んだのか」と聞いたら、「病んでいる多くの人を助ける、それが、神様が喜ばれることではないのか」と、よいことをしたいという思いで、他にいろいろな仕事があるのですが、その中でもそれがよりよいことではないのかということで選んだと答えていました。良い思いだと思います。しかし、私が聞きました。「それでは、そのよいことのために専攻を選んだ学生はクリスチャンだけではないでしょう。むしろ、クラスの中には、未信者の方が多くいるでしょう。たぶん未信者も人助けになって、それがよいことだということでそれを選んだ人がほとんどだと思いますよ。そうすると、クリスチャンのあなたと普通の人とどこが違うの。なにが違うの」と聞いたときに、言葉に詰まってしまいました。よいことをするというのは当たり前で常識です。それこそが福音であり、キリスト教の精神であるかのように思うクリスチャンが少なくありません。たぶん、ほとんどではないのかと思います。よいことを行うこと=信仰生活だという考え方を持っていれば、クリスチャンとして、本来の力を発揮することは無理かもしれません。よいことはしているかもしれませんが。結論から申し上げますと、キリスト教は良いことのために、それを行うために存在するものではありません。信仰生活というのは、よいことを行うことではありません。
今日の聖書を見ますと、死んでいたところから生き返らせたラザロの家を、イエス様がまた訪問することになりました。いろいろな準備があったでしょう。そこでマリヤが、高価な香油をイエス様の足元にすべて注いで、髪の毛でイエス様の足元をぬぐっていたと書いてあります。それは一回注いでしまうと回収できないし、それで終わりです。ひとりの人間の汚れた足を洗うために、そんなに高価な香油を注いで洗う必要があるのか。普通に水道水で洗ってもいいのではないのか。何をやっているのかというのが普通の常識です。そこでイスカリオテ・ユダという人間が、本心はそういう思いではないけれども、でも、その話は皆に納得できるような話だったので言ったと思います。常識から見たときに、「あなたは今何をしているのか、それを売り出してお金に換えて、貧しい人を施すとなれば、多くの人が助かるのではないか。なんと無駄なことをやっているのか。イエス様の汚れた足元を洗うために使うよりは、よいことのために、すごくよいことがたくさんできるはずなのに」ということでお話をしたのです。もっともな話ではないでしょうか。今現在も、クリスチャンに、教会でこのような話をすると、「なるほど、そうです。賛同します。私も同意します」と、たぶん、私の個人の見解では、99.9％のクリスチャンは、ユダの話に同感すると思います。しかし、イエス様は、そこで意外なことをおっしゃいます。放っておきなさい。マリヤは、最高のことをやったのだ。私の死に備えてやったことなのだ。貧しい人はいつもあなたがたと一緒にいるのですが、私はいつも一緒にいるわけではない。もう間もなく死ぬのだという話でしょう。イエス・キリストの十字架に備えて、人類の救いのみわざ、御働きに備えて行っていたことです。だから、彼女は最高のことをやっているし、他の聖書を見ますと、彼女がやっていたこのことは、この福音が伝えられるところであれば、どこでもいっしょにこれが伝えられるようになるだろうと最高の賞賛を受けました。

つまり、今日の聖書の箇所で、イエス様がお話ししたことは、よいことがたくさんあるし、しなければいけないでしょうが、福音のために献身というものは、よいことよりも重要なことであり、より急務なのだというメッセージです。理解できますでしょうか。言葉を変えますと、クリスチャンの人生のテーマは、よいことを行うことではなくて、福音のために人生をささげ費やし献身することが、クリスチャンのテーマであり、人生なのだということをおっしゃっているのです。もっともなお話をしているようですが、あなたはまだ福音も知らないし、人生が何か、地球がどんな状態なのかまったくわかっていない無知な人間だとおっしゃっているわけです。それがよいことを行うと天から報われるというレベルから見たときには、計算に当てはまらない、その計算をはるかに超えることになります。そのようなお話をイエス様はしていらっしゃるのです。キリスト教は仏教と同じ良いことのために頑張る、存在する集団ではありません。なぜなのでしょうか。なぜこれが無駄なことではないのでしょうか。貧しい人に施しをするということに対して、無関心でしなくてもよいという変な話ではありません。しかし、それ以上のことがあるのです。そのことが口実になって、もし福音のために献身することが無駄だとか、計算に合わないとか、それで邪魔されることがあれば、それは逆に、だめになるのです。

ぜひ皆さん、クリスチャンとしてイエス様のお話を聞いていただきたいと思います。なぜイエス様はこのようにおっしゃって、なぜキリスト教はよいことを行うことより、福音のための献身がより大切なことであり、優先だと言っているのか。それはクリスチャンだけが、この地球が患っていることを理解しているからです。地球が今どのようにひどく痛んでいて、患っているのかがわかれば、イスカリオテ・ユダのような発言はできないはずなのです。地球は今、炎症を起こしているのです。それがどのように現れているのでしょか。聖書に書いてある通りに、あちこちで戦争が絶えないし、自然災害や様々なことによる災いが絶えないままの状態で、皆が炎症を起こしています。国と国との間、人と人との間は、怒りと破壊と策略が行き来しているところが地球です。そこでできるだけ、そういうことをうまく進めるために、偶像崇拝が普遍化しているところが地球です。神でないものを神だと拝むことが普遍化しているところが地球です。そのようなことを背景にして、先進国なのか、後進国なのかは関係ありません。精神的な様々な病気を患うようになり、発展すればするほど、それはよりひどくなる一方です。その中で肉体的には様々な病を患い、医学が発展してもついていけない病気が次々と現れるところが地球という村です。そこに住んでいるひとりひとりの個人は、人生そのものがあらゆる面で崩壊していくようになります。問題は、世の流れというものが、そのような崩壊を普通のことで問題ではないかのように作りあげる世の流れ、雰囲気というものが問題です。
この間も申し上げましたように、同性愛は悪いとか、人格的に人権の意味でなんとかということではありません。しかし、それは神様が作られた創造の原理から離れている病気なのです。それなのにまるで問題ではないかのように、それが人権を尊重するかのような流れをだれかが作るのです。神様がもう一回機会を許されるために、異端だと言われていたトランプ氏が当選されました。変な人間でしょうが、なにか期待するわけではありません。しかし、同性愛を賛成する政党ではない方です。たぶん、いまデモをしているアメリカの国民のほとんどは、そちらの系の人だと思います。公けにはあまり言いません。なぜあんなに激しくデモをしているのか。マイノリティと言われていて、人種が違うとか言う前に、一番多いのがセクシャルな問題を抱えている人々なのです。どちらかが良い悪いという話ではありません。地球は、そのように崩壊していくのに、それを合理化して、それが問題ではないかのような流れを作るところです。家庭が崩壊し、人間関係が崩壊して、今までの秩序があらゆる意味で全部、崩壊していくようになります。いまに始まったことではなくて、ずっと繰り返しています。そして、最後は結局、永遠の刑罰の方に入れられることが定まっている、つまり、滅びの運命を抱えて、そのゴールに向かって歩いているところが地球です。そして、自分一人で死んで終るわけではありません。子孫代々、これがずっと続いて終わることのない炎症を患い、痛んでいるし、苦しんでいるところが地球です。そして、この炎症がどこから現れるようになるのか、その病原、震源地がどこなのかということを、クリスチャンの私たちは理解しているのです。地球というのは、根っこ、核心のほうからもう腐っているのです。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、神様の栄光をいただき輝く人生として造られた者が、罪によってそれがすべて遮断されていて、流れる水が止まってしまうと腐ってしまうのと同じように、神のいのちの流れが遮断されてしまったので、根本的に腐っているし、いろいろな千差万別の人類、国、民族、時代がありますが、義人はいない、ひとりもいないのです。あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であるというところに支配されるものであるし、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて生きていくところが地球です。根本的に腐っているので、このような炎症を起こしているのです。それをクリスチャンの私たちだけはわかっています。サタンは、教会でもクリスチャンでも、これを知らないように、これを曲げるように仕掛けるものです。歴史を見ると見事にやられて、いま全世界の教会がこれを馬鹿にしています。良いことをやるべきではないのかということで、これが邪魔になるからすべてふたをしています。地球の痛み、苦しみが本当にわかっていれば、この地球の希望は、唯一、キリストの他にはないわけです。このキリストが、すべての問題を解決して、光として、暗やみの力を打ち破って希望になるために、実際に世に来られて、十字架にかけられて血を流され、死の力を打ち破ってよみがえられるようになりました。すべてを完了したわけです。だから、それを福音と言います。希望は、キリストの他にはありません。私たちは、このように告白します。世界中でこの御名のほかに、私たち、人間が、地球が助かる道はどこにも与えられていない。よいことを行うから助かるわけではありません。よいことを行うことがなにかわかっていないから、クリスチャンがいまこういう話をしているわけではありません。それでは助からない理由がわかっているので、これをすべて成し遂げられた方がイエス様です。わたしは道であり、真理であり、いのちなのです。わたしをとおしてでなければ、だれひとり父のもとに来ることはありません。イエス様の他には道がないし、イエス様こそがそのキリストで、イエス様が十字架ですべてを完了なさいましたので、このすべてを福音、よい知らせ、喜びの知らせというのです。ただこのイエス様を信じるだけでいいのです。十字架の上で宣言されました。すべてを完了したと。このほかには希望はありません。ですから、地球が抱えている問題がわかれば、このイエスがキリストである福音の価値というものは、他のなにかと比べることができない唯一の価値であり、絶対的な価値です。なにものにも比べることができません。
今回の大統領選挙に当たって、あるアメリカの牧師がいろいろなことを言われていてメッセージをした映像を見ました。そこでこういうことを牧師がおっしゃっていました。どちらが大統領になっても、神の国とは関係ないのだ。神様は、神の計画を邪魔されない。だから、極端に心配したりすることではない。どちらになっても、結局、同じなのだ。ただ私たちが神の前で、国としてあるべき姿がなんなのかを聖書に基づいて考えて、神の側に立つ選択をするだけであって、結果がどうなるかによって神様の主権にダメージがるということをないので、スタンスをよくしなさいという話をしながら、このことを言っていました。いまアメリカは、タイタニック号に乗っているのだ。タイタニック号は、沈没していく。それは止められない。どこの大統領もどのように選んだとしても、それは止められないし、変えられない。ただ神の側に立って選んだ時に、その沈没が少し遅くなる可能性はあるかもしれません。いま世の中でやっていることは、沈没していくタイタニック号の中で、イベントホールにあったテーブルやイスを看板の方に再配置するようなことなのだ。それにああだ、こうだと騒ぐ理由があるのか。本当にタイタニック号が沈没していることがわかれば、そこでのクリスチャンの役目は、再配置ではありません。そこによいことを行うというのが入っているかもしれません。そこでこれは沈没していくので、イエスを信じなさいと救いの、救霊の働きをするのがクリスチャンの働きなのだ。わかればわかるほどそういうことで、これは譲れない絶対的な価値なのです。ですから、今日の聖書の箇所をとおして、イエス様がおっしゃっているのは、この地球でいちばんよいこと、いちばん善たることというのは、貧しい人に施しを与えるということではなく、絶対的な価値、イエス様を信じることがよいことなのです。そのことをクリスチャンがこんがらがって勘違いしては困ります。
ルカ18：18-22、ある青年が、イエス様の方に来て聞きました。「イエス様、永遠のいのちを得るためには、なにをすればいいでしょうか」。イエス様が十戒を守ったのかと聞くと、「私は小さいときから全部守って、いまもいいことをたくさんやっています」と答えます。イエス様が最後におっしゃいました。「あなたの財産はすべて売り出して貧しい人に分け与えて、私について来なさい」と。イエス様について行くということが、永遠のいのちに預かること、最高にいいことなのです。
ヨハネ6：28-29を見ると、パリサイ人が聞きます。「神のなさること、神様の仕事をするためにはどうすればいいでしょうか」。皆が神様の仕事に対するイメージがあります。そこでイエス様がおっしゃいました。神が遣わされたひとり子イエスを信じることが神の仕事なのだ。それ以上、良いことはありません。なぜなのでしょうか。
ヨハネ3：16、神は実に、ひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためです。イエス様を信じること以外には、滅びることなく永遠のいのちを持つことはありません。地球の中で一番いいこと、他に何かと比べることができないいいことは、イエス様を信じることと同時に、他の人がイエス様を信じるように助けること、信じてもらうようにすること、これがいいことなのです。
ダニエル12：3には、そのようなことをしたものは、天において、夜の空に輝いている星のように輝くようになるとあります。クリスチャンは、普通のレベルで言っているよいことを行うために救われたものではありません。パウロは言いました。
ピリピ1：23-24に、私はもう死にたいのだと。死んで天国に行きたい。主とともにいたい。しかし、この世にいる理由が、他の人にイエス様を信じてもらうためにということであれば、いるのも価値がある。つまり、そのほかは、実は根本的に価値がないという話でしょう。永遠に残るのは、イエス様を信じることと、他の人がイエス様を私によって信じてもらったということ以外には、残るものはありません。全部、消し去るものです。極端に申し上げると。それでは、よいことを行うというのは、意味がないことでしょうか。それはやるべきでしょう。でも、この一番いいことのために、よくわきまえて行うだけです。
そういう意味で、ローマ10：15には、この福音を伝える足はなんと美しいのかとあります。よいことを行うことに対して、そのような表現はありません。福音宣教に対して、そのようにおっしゃいました。イエス様が最後の晩餐、一番大切な場面で、最後の御祈りをささげました。
ヨハネ17：18、父が私をこの世に遣わしたように。なんのために世に来られたでしょうか。福音を伝えて、いのちを助けるためなのです。同じように私は彼らを世に遣わしました。私たちクリスチャンが生きる理由、教会が世に遣わされている理由は、イエス様が世に来られたのと同じ理由なのです。よいことを行うために世に遣わされているのではなくて、福音宣教のために、いのちを助けるために世に遣わされているのです。
マルコ3：13-15、わたしがあなたがたを召されたのは、ともにいて、福音を伝えさせ、悪霊を追い出すためにとあります。よいことを行いなさいとはおっしゃっていません。これがよいことなのです。最後の最後、復活のメッセージ、天に昇られる前に残されたメッセージの内容はなんだったでしょうか。あらゆる区の人々に行って、弟子としなさい。福音を伝えなさい。そういう話しかありません。最後のメッセージは、聖霊が臨まれると、地の果てにまでわたしの証人となります。これが地球の本当の苦しみがわかっている、地球を愛する人の理解です。

そして、これがわかったときに、この地球の中で最も美しい人生、美しい献身というのは、結局、計算をはるかに超えたこのイエス様を信じる信仰なのです。まずは、なにかをささげる前に、信じることが献身です。イエス様がおっしゃいました。わたしについてくるためには、あなたの父、親戚、すべてを捨てて、わたしについてきなさいと。つまり、なにものにも邪魔されず、なによりも優先して、イエス様を信じること、これこそが献身、一番美しい人生です。その次におっしゃいました。わたしについてくるためには、自分の十字架を背負って、自分のいのちより大切だと思って、いのちが奪われることがあっても構わずに、イエス様を信じること、それが信仰であり、それが一番美しい献身です。初代教会は、そこに集まると皆がすべて奪われて、殺されるようになります。それにもかかわらず、構わずに、これは絶対的なことなので、イエス様を信じる信仰をしっかりと現していました。これこそが一番美しいことであり、献身です。そして、この信仰によって、計算をはるかに超えた今日のマリヤのような献身の人生を生きるようになります。つまり、福音と福音宣教のためにという一つの理由、一つの目的をもってなにごとにも優先して、志願して、感謝をもって、喜びをもって、無条件、条件なしで献身するようになります。なぜなのでしょうか。分かったので。福音がどういうことで、福音宣教がどんな価値なのか分かっているから。
今日のマリヤの香油は、周りの人は理解できなかったでしょうけれども、このような計算をはるかに超えた献身でした。その美しい例は、聖書にいくらでもあります。エリヤの時代に、やもめの人が、自分の最後の食べ物を預言者にささげました。そういうことを献身と言います。初代教会を見ると、いまは中々、そのような光景は見られませんが、自分の持ち物、財産を売り払って、教会でいろいろな人を助け合って、福音宣教のためにささげるようになりました。あなたのものは私のものといった概念が消えていました。計算を超えた献身の美しい一つの例です。ダビデも同じ、プリスカ夫婦もそうです。特に、ローマ16章に書いてある人物がすべてそういう人、そういう例です。自分のいのちも惜しまずにささげようとしていました。パウロのために。パウロ自身もそうです。人生、すべてをささげていました。これが計算を超えた献身というものです。
最後に、改めて申し上げますと、良いことを行うこと、それはクリスチャンのテーマではありません。勘違いしないように。それは常識でしょう。それよりはるかに大事な、そして、急務な福音宣教があり、福音宣教のためにささげることが、永遠に残るものであり、最も美しい姿であり人生であるということを覚えていただきたいと思います。そして、今メッセージを聞いている皆さんひとりひとりが、人生のテーマを一つに絞りましょう。あまりにもテーマが多いのです。福音と福音宣教のために、それ以外にありません。会社に行く人も、家庭の主婦であっても、学生でも、テーマは一つです。これが、聖霊がひとつにしたということです。それからは、これからどんなことがあろうが、この福音を味わう信仰に立つことを決心する。無条件、理由がありません。その結論をもって、ひとりひとりが具体的に福音宣教のためにどのように献身をすべきなのかということを探って見つけていきたいと思います。それは大きく分けて申し上げると、直接、自分で福音を携えて人々に福音を伝える献身です。それから、間接的に、その福音宣教のために伝道者を助け、教会を助け、レムナントを助け、そして、伝道の様々な働きがあります。キャンプもあるし、いろいろなことがあります。それにいろいろな形で加わっていくということです。これは直接やる人と、間接でやる人が別々でやる人が、別々にあるという意味ではありません。両方を一緒にやるのです。その特権が、私たちにはあるのです。どういう仕事をしているのか、いまどういう立場なのか、一切関係ありません。自分が持っているもの、自分の人生、いまの仕事、いまの職場、財産、すべてが福音と福音宣教のためにあるものなのです。それが一番美しいものであり、人生になります。そのために、改めてもう一回念を押しますが、私たちに刻印されているので、よいことを行うことが、神様が喜ばれるというのは勘違いです。それは当たり前でしょうが、そのことに隠れて、福音と福音宣教のための献身がつぶれることがあり、邪魔されることがあれば、それこそが神様が悲しむことでしょう。
ぜひ、皆さんがこのことを心に留めて、残りの生涯、人生のテーマを、地球の痛みがわかるクリスチャンとして一つに絞って絶対に揺れることなく、どこに行っても、なにをしていても、毎日この告白をしながら、今日の一日もそのために、今日の仕事もそのためにという勝利のクリスチャンになることを、いまの時代においてお願いしたいと願います。

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。世の流れに一緒に流されずに、クリスチャンひとりひとりがまことの献身、一番価値ある美しい人生が何なのかを、聖書をとおして改めて教えられ、特に地球の痛みを根本的に理解して、それを心から献身することができるように、ひとりひとりを導いてください。聖霊様がみことばをもってひとりひとりの心にある刻印されている、間違っているものを取りはがして、本当に人生のテーマを一つに絞ることができ、ワンネスになってどんなことがあろうが、神様が望まれる福音宣教に励んでいく教会になるように祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
5

